
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

地質調査業者登録規程は、地質調査業者の資質の確保と健全な発展を図り、併せて発注者

の利便に供するため、昭和５２年建設大臣（現：国土交通大臣）から告示され、昭和５８年

度の改正等１６回の改正を経て現在に至っております。 

本規程は、デスクワークを中心とする建設コンサルタントに対し、デスクワークにフィー

ルドワークが伴う土木建築に関する地質調査業者について、一定の要件（常勤かつ専任の技

術管理者と現場管理者の設置、経済的要件）を満たした場合に、国土交通大臣の登録が受け

られるとするものです。 

適切な技術者の配置、調査経歴等に実績のある信頼性の高い企業として、公的な唯一の制

度のもとに登録された地質調査業者の積極的な活用をお願いいたします。 

 

地質調査業者登録規程の内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊平成２２年３月３０日に国土交通省「建設関連業検討会」の最終報告書が取りまとめ

られ、本資格制度の重要性が改めて確認されています。 

地質調査業者登録規程とは？ 

地質調査業者登録規程による登録業者の活用について 

地質調査業の登録を受けるには、以下の３つの登録要件が必要となります。 
(1)技術管理者の設置 
一定の要件を備えた常勤かつ専任の技術管理者を置く。 

(2)現場管理者の設置  
登録する営業所毎に、一定の要件を備えた常勤かつ専任の現場管理者を置く。

(3)財産的基礎または金銭的信用 
＊登録業者には、登録後も以下のような報告が求められ、厳格な運用が行われ

ています。 
 ①毎年度の「現況報告書」の提出 
 ②変更事項に関する「変更届出書」の提出 
 ③５年毎の更新制度 



 
 
 

 
 
 
 

 

 

昭和 41 年に発足した「地質調査技士資格制度」は、地質調査の現場業務に従事する主任技術者の資 

格試験として制度化したもので、現在、有資格者は 14,000 名を超えています。 

昭和 52 年に施行された建設省（当時）の「地質調査業者登録規程」における現場管理者の登録に必要 

な資格として認められ、一部の発注機関においては、管理技術者、現場代理人などの資格者として広く

活用されるに至りました。 

昭和 59 年度からは 5年毎の登録更新制度を導入し、資格者の継続教育を制度化しています。 

平成 15 年度からは、地質調査分野の多様化に対応した発注者や市場が求める技術、能力を有する技術 

者資格という観点から、現場調査、現場技術・管理、土壌・地下水汚染の 3 部門に区分された資格とな

りました。 

 ★地質調査技士は、地質調査に関する豊富な専門的知識と安全管理に関する知識も兼ね備えています。 

 ★平成 19 年度から、国土交通省の地質・土質調査業務共通仕様書の主任技術者の資格要件に地質調査

技士が追加されました。（現場での調査・計則等） 

 

地質調査技士 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●受験部門 1：現場調査部門 

 ボーリング・マシンのオペレータなど、ボーリングに関する機器等の操作を行う方 

●受験部門 2：現場技術・管理部門 

 地質調査に関する現場の管理業務、物理探査、土質試験、計測業務などを実施する方 

●受験部門 3：土壌・地下水汚染部門 

 土壌・地下水汚染調査を含む地質調査に関する現場管理や調査・計測業務を実施する方 

 

 

 

地質調査技士資格の登録更新手続きは、5 年毎に実施します。 

 

 

 

 

登録更新 

地質調査技士とは？

受験資格 

●現場調査部門 

●現場技術・管理部門 

●土壌・地下水汚染部門 

岩盤コース 

土質コース 

地質調査コース

土質試験コース

物理探査コース

地質調査に関わる資格制度のご案内 

 

１．地質調査技士資格制度について 



 
 

 

 

 

 

 

 

 

平成 16 年度に国土交通省が本格開始した電子納品が牽引的役目となり、地質に関する情報の電子化は、

ここ数年で急速に拡がっています。自治体では土砂災害危険箇所図などハザードマップの公表をはじめ、

国および一部の地方自治体では保有するボーリングデータも公表するようになりました。一方、民間で

は、電子化の特性を活かした地質情報の GIS 化など新たなビジネスモデルの構築が進められています。

これら地質情報の活用は、地質調査の精度向上に寄与するものであり、国土が狭く脆弱な地質からなる

日本の場合、地質情報の積極的活用は意義が大きいといえます。 

そこで全地連では、地質情報の新しい利用形態の環境を見据え、地質情報の電子化・利用に係わる能

力（IT 関連、CALS/EC、座標情報、電子認証など）を有する地質調査技術者の育成が重要であるとの観

点から、平成 18 年度に、「地質情報管理士」の資格制度を設立しました。 

＜本資格の活用状況＞ 

 ★（独）産業技術総合研究所について 

   平成 20 年度より「推奨」となる。また、平成 20 年度末の業務で、「地質情報管理士」が付帯事項

に明記されました。 

 ★国土交通省について 

①国土交通省 CALS/EC アクションプログラム２００８の目標⑥で「資格制度の有効活用等を通じ」

という表現が加わりました。 

②平成 21 年 6 月版「電子納品運用ガイドライン（案）【業務編】」に「電子納品に関する有資格者の

活用」とあり、脚注に“地質情報管理士”が記載されました。 

試験内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●所有資格 

地質調査技士【現場調査部門】【現場技術・管理部門】【土壌・地下水汚染部門】、技 術 士【建設部門（土質及

び基礎）（河川、砂防及び海岸・海洋）】【応用理学部門（地質）(地球物理及び地球化学)】、R C C M【専門技術

部門（地質）（土質及び基礎）】、CALS/EC エキスパート 

以上、いずれかの資格を有する方 

●経 験 

地質調査業務に精通し、地質調査報告書の電子納品の経験や CALS/EC の普及活動経験（関係委員会委員・

講習会講師等）が過去に 5件以上ある方 

 

地質情報管理士資格の登録更新手続きは、3 年毎に実施いたします。 

登録更新 

受験資格 

地質情報管理士とは？

●第 1部 測量、地理、GIS、地質情報、電子認証等電子情報関連知識 

●第 2部 地盤情報、電子納品等電子情報基礎知識 

●第 3部 電子情報全般 

●第 4部 電子納品実務 

２．地質情報管理士資格制度について 



 
 
 

 
 
 

 

 ＜事例収集の背景＞  

 当連合会では、平成１７年度より技術委員会の下、「地質リスクワーキンググループ」を立ち上げ、コ

スト構造改革で対象とする総コストの形成プロセスと地質との関わりに着目し、事業費の増大要因を地

質リスクと定義した上で、地質リスク問題と対策の現状等を整理・分析し、コスト構造改革に最も寄与

できるのは、地質技術であり、地質技術者である事を提案して参りました。 

 こうした成果を基に、地質調査の役割や効果を明確にするため、「地質リスク」に関する事例を収集・

分析する作業を継続的に実施しています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地質リスクとは？ 

地質リスクに関する事例収集について 

事例紹介 
海上橋梁下部工工事 
本事例は、空港人工島の連絡橋を対象に、多くの調査・試験を実施することに加え、よ

り精度の高い支持力算定法を新たに適用することによって、従来の方法に比べ大幅なコス

ト縮減を果たした事例である。   
●当初工事費（２１０～２８０億円）杭長計算によりコスト縮減（６３～８５％） 
●N 値を用いた杭周面摩擦力による杭長算出（コスト増大リスク） 
●鋼管矢板筒基礎工事 

国土交通省「公共事業コスト構造改善」（平成 20 年度）結果報告より 
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